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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年7月4日(2014.7.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　可能性のある溶液がPCT国際特許出願公開第WO01/58472号に開示されている。この文献
において、アルブミンはポリサッカライド、すなわち、２より多くの糖分子モノマーのポ
リマー、によって置換されており、これは、ボツリヌス神経毒組成物中の安定化剤の役割
を果たす。
【誤訳訂正２】
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【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルブミン及びポリサッカライドを含まない液体医薬組成物であって、以下の：
　（ａ）ボツリヌス神経毒複合体（A、B、C、D、E、FまたはG型）または高純度ボツリヌ
ス神経毒（A、B、C、D、E、FまたはG型）、
　（ｂ）臨界ミセル濃度～１％v/vの濃度の非イオン性界面活性剤、
　（ｃ）塩化ナトリウム、及び
　（ｄ）pHを５．５～７．５に維持するための緩衝剤
を含み、
　さらにジサッカライドを含む、前記液体医薬組成物。
【請求項２】
　上記緩衝剤がpHを５．８～７．０に維持する、請求項１に記載の液体医薬組成物。
【請求項３】
　上記ジサッカライドが、シュークロース、トレハロース、ラクトース及びマンニトール
から成る群から選ばれる、請求項１又は２に記載の液体医薬組成物。
【請求項４】
　上記ジサッカライドの濃度が１０～２０mMである、請求項１～３のいずれか１項に記載
の液体医薬組成物。
【請求項５】
　上記ジサッカライドの濃度が１１．７mMである、請求項４に記載の液体医薬組成物。
【請求項６】
　ボツリヌス神経毒複合体A型を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の液体医薬組
成物。
【請求項７】
　高純度ボツリヌス神経毒A型を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の医薬組成物
。
【請求項８】
　溶液１mlあたり、１００～２，０００LD50単位のボツリヌス神経毒複合体または高純度
ボツリヌス神経毒を含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の液体医薬組成物。
【請求項９】
　５００LD50単位のボツリヌス神経毒複合体A型を含む、請求項８に記載の液体医薬組成
物。
【請求項１０】
　上記非イオン性界面活性剤がポリソルベートである、請求項１～９のいずれか１項に記
載の医薬組成物。
【請求項１１】
　上記非イオン性界面活性剤がポリソルベート８０である、請求項１０に記載の医薬組成
物。
【請求項１２】
　上記非イオン性界面活性剤がポロキサマーである、請求項１～１１のいずれか１項に記
載の液体医薬組成物。
【請求項１３】
　滅菌水をさらに含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載の液体医薬組成物。
【請求項１４】
　上記塩化ナトリウムの濃度が約０．１５～約０．３Mである、請求項１～１３のいずれ
か１項に記載の液体医薬組成物。
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【請求項１５】
　上記緩衝剤がコハク酸及びヒスチジンから成る群から選ばれる、請求項１～１４のいず
れか１項に記載の液体医薬組成物。
【請求項１６】
　上記緩衝剤がヒスチジンである、請求項１５に記載の液体医薬組成物。
【請求項１７】
　上記緩衝剤の濃度が５～２０mMである、請求項１～１６のいずれか１項に記載の液体医
薬組成物。
【請求項１８】
　上記緩衝剤の濃度が１０mMである、請求項１７に記載の液体医薬組成物。
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